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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公表番号】特表2008-509727(P2008-509727A)
【公表日】平成20年4月3日(2008.4.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-013
【出願番号】特願2007-525641(P2007-525641)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   9/007    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  37/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   9/00    ５５０　
   Ａ６１Ｆ   2/14    　　　　
   Ａ６１Ｍ  37/00    　　　　
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月23日(2008.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　デキサメタゾンは、Aventis Pharma, Montvale, New Jersey, U.S.A.から得られる。デ
キサメタゾンの化学名は、プレグナ-1,4-ジエン-3,20-ジオン-9-フルオロ-11,17,21-トリ
ヒドロキシ-16-メチル-,(11β,16α)であり、その化学構造は、下記のような概略図で表
すことができる：

【化１】

デキサメタゾンの他の特徴は以下の通りである：
分子式：                C22H29FO5
分子量：                392.47
キラリティー/立体化学   デキサメタゾンは8個のキラル中心を有し、光学活性である。
性状：                  白色またはほぼ白色、結晶性粉末
pHおよびpKa：           デキサメタゾンはイオン化基を有していない。
融点：                  253℃～255℃
溶解性：                水：　実質的に不溶
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　　　　　　　　　　　  エタノール：　やや不溶
　　　　　　　　　　　  塩化メチレン：　僅かに可溶
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　インプラントを作製するのに使用した両50:50ポリPLGAエステルの3バッチの好ましい基
準を、表Aに示す。インプラントを作製するのに使用した両50:50ポリPLGA酸の3バッチの
好ましい基準を、表Bに示す。
【表Ａ】
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【表Ｂ】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　本発明に使用されるデキサメタゾンが、≦0.50%の酢酸デキサメタゾン、≦0.25%のベタ
メタゾン、≦0.25%の3ケトデルタ4誘導体、および≦0.10%の任意の他の不純物を包含する
≦1%の全不純物を含んで成ることも好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　(j)　DEX PS DDSアプリケータのラベリング
　一段および二段押出インプラントは、それぞれ表DおよびEに示される好ましい特性を有
していた。
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【表Ｄ】
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【表Ｅ】
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【表Ｆ】

　前記のように作製したインプラントおよびアプリケータが、好ましい基準のパラメータ
内にあることが分かった。
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